
１．１月２９ 、地 国際 員会の

アーで、留萌クラブより 会員が出 し

ております。 国は２月３ の予定です。

・ 別ロータリークラブより２月 会 内を

しました。

・１月３０ は定 理事 員会が開催されます。

出 は れずに出 ください。

会　 　  会

　２月５ ６時３０分、 の にて田

中美智子会員の 会を開催したいと思います。

皆様にはすでに にて 内を らせていた

だいております。出 め りは本 までと

なっておりますので、 れずに出 の返 をお

願いします。

委員会　 　  委員長

　 年 留萌クラブは 立６０ 年を えます。

実行 員会として実行 員長だけは決定してお

りますが、 員会 はまだ決定しておりませ

ん。今年 の 員 、 年 の 員 を考

えて、実行 員会スタッフを決定したいと思っ

ております。会員が少ないので、皆様には色々

とご協力をお願いしなければならないと思いま

すが、 ご協力の 、よろしくお願いします。

煙本日
　会員卓話「電気の販売と託送」

　　北海道電力㈱配送電カンパニー

　留萌ネットワークセンター 所長　山根　達也 会員

煙次週予定
　「来賓卓話」　 留萌開発建設部

　道路整備保全課保全専門官　千葉　　学 様

会員誕生日

　櫛　井　俊　介

配偶者誕生日

　武　田　有紀子

結婚記念日

　田　中　　　卓

Ｎｏ．２８５８

第２８回　２月５日

会員総数 ………………３１名
出免会員 ………………２名
出免出席 ………………２名
基準会員出席 …………１７名
出席率 …………… ５８．６２％

欠席会員 ………………１２名
内メイクアップ ………２名
修正出席率 ……… ７２．４１ ％
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　開催時期は来年の４月から５月と考えており

ましたが、ＩＭの開催も考慮にいれなければな

りませんので、４月上旬か５月下旬という形に

なると思います。

　最初に予算規模を決定しなければなりません

ので、皆様のご意見を聞きながら、記念事業に

何をするのか等を決定していかなければなりま

せん。どうぞ皆様のご協力をお願いします。

会員研修委員会　 　青山 副委員長

「ロータリアンの行動規範」内容変更について
　昨年の１月、国際ロータリー理事会の決定に

より、ロータリーの行動規範の内容が変更され、

５番目の項目が加わりました。新しい行動規範

は以下の通りです。

〈ロータリアンの行動規範〉

　ロータリアンとして私は以下の様に行動する。

１．個人として、また事業において、高潔さと

高い倫理基準をもって行動する。

２．取引の全てにおいて公正に努め、相手とそ

の職業に対して尊重の念を持って接する。

３．自分の職業スキルを生かして、若い人々を

導き、特別なニーズを抱える人を助け、地域

社会や世界中の人々の生活の質を高める。

４．ロータリーや他のロータリアンの評判を落

とすような言動は避ける。

５．ロータリーの会合、行事、および活動に於

いてハラスメントのない環境を維持する事を

支援し、ハラスメントの疑いがあれば報告し、

ハラスメントを報告した人への報復が起らな

いよう確認する。

・田中会員の我が生い立ち楽しみです。

　 　福士会長

　前　回　　５１９，０００円

　今　回　　　２，０００円

　累　計　　５２１，０００円

「我が生い立ち」
　 　田中美智子 会員

　１月より入会させていただきました田中美智

子と申します。どうぞよろしくお願い致します。

　一昨年、大嶋会員が会長の時、留萌クラブで

卓話をお願いされ、その時の話と少し被るかも

しれませんが、我が生い立ちとしてお話をさせ

ていただきます。

　私の父がよく言うのですが、“お前は留萌で

産卵した鮭だ”と言います。私の結婚式で、大

反対していた父が話した言葉で、「留萌で生ま

れ、留萌に戻ってきて、留萌のために何か出来

る事があれば何か、私の娘を使ってやって下さ

い」と言った事です。中には色々な事が含まれ

ていますが、私は昭和４４年留萌に生まれました。

昨年５０歳になったばかりです。

　私が生まれた年の留萌の人口は約４万３千人

位おり、留萌市の歴史に於いて一番人口が多い

時でした。実は小学校１年生の５月までしか留

萌におらず、主に道北を転々と父親の転勤につ

いて引っ越しを重ねました。私は５０歳になり自

分の人生を振り返る時、いつも思い出すのが５

～６歳頃の留萌の街並み、風景なのです。その

頃、留萌のシティガールが住んでいる本町に住

んでおりまして、皆さんもよくご存知でしょう

が、松屋スーパーがあって、十字街の所に薬局

屋があって、小野ちゃんラーメンがあって、鈴

屋さんという御餅屋さんがあって、ロッカワお

もちゃ屋さんがあって、本町に続くシティタウ

ンは錦町で、モリヤおもちゃ屋があって、八幡

デパートがあり、佐藤帽子屋があった街並だっ

たと思います。私は本町に住んでおりましたの

で、そこから少し下りた三島屋さんで、母はト

コロテンを食べて、私はソフトクリームを食べ

た記憶が鮮明に残っております。街がいつもお

祭りのようで、私は小さかったのですが、私は

“将来この街に戻って何かしたいなぁ”　と

思っていました。一番強く感じた事は、本町の

所にあったたいらスーパーの所で、夜になると

バナナや瀬戸物を売っていた人がおりまして、

第27回　１月29日（水）　天候 / 曇
寄 寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

３分間情報 ・・・・・・・・・・・・

プログラム ・・・・・・・・・・・・

ニコニコＢＯＸ ・・・・・・・・



コウコウと をつけて いをしているおじ

さんがおりまして、その人に初 の人みたいな

感 を け、将来私はあんな風に物を売る 売

がしたいと思いまして、 田中 に 、

売をしているキッカ となった 少期の思い

出として残っています。

　私は小学校を６校 わっておりまして、いわ

る１年に１校という感じで転校をして りま

した。今はこんなに い人 になってしまい

ましたが、その 時は行く 所 所で メに

い、 々どこかの時 で自分を変えなくては

いけないと思い、人とのコ ニ ーシ ンを

大 にして、人の に入るにはどうすれば い

かなどを 少期に学んだのだと思います。人

の な形 は１２歳位までに決まると言われ

ていますが、私の 合は 全に１２歳までの人生

が今の人生に しているのだと思います。

小学校はそのような事で、中学校は 中学校

に通いました。高校は２校 わっております。

１歳の時に留萌に戻って来るという 報を て、

最初の留萌の時は父は 社員でしたが、色々と

転勤を り返すうちに色々な 職について、留

萌から出 して色々と転勤 所をかえて、父の

出 地 に戻って来た時には会社で最年少の

所長として って りました。父は父で か

ら回って に る鮭の様な人生を りました。

実は で父はロータリアンになっておりまし

て、その 時、父のロータリアンとしての

を見て、子 ながらにこんな世界があるんだと

思った記憶があります。そんなこんなで色々と

話が びますが、 中学校を 業し、 高

校へ入学しましたが、１歳の ついに父が留萌

に転勤という話があり、そのワクワク感と言え

ば、前に や色々な所におりましたが、 く

私は留萌に りたいと思っており、どうしたら

留萌に れるのだろうと考えていました。私の

母が留萌生まれでしたので、留萌にはよく っ

ていましたが、留萌から る時には しくなっ

て いていた記憶があります。もし父が留萌に

転勤で る事になった 合は、その時はもう他

の所へ転勤になっても自分一人でも留萌に残る

でおりました。 い話ではないですが、自

分の人生を留萌で を かせ、 わらせるんだ

という 持ちでおりました。これが私の１歳の

時の でした。

　留萌に ってきて、 が楽しくて、他の１

歳の子 より留萌を多く していた自 があ

ります。小学校の 学年、５～６歳の頃、小さ

なバ を持って へ行き、 ブや ル

を っておやつにして、ある は の

に行って を取って食べるという野生 のよ

うな生活をしていました。留萌に ってきて

に行ってみようと思い、 を する

と小さい頃の思い出とは い、 変動か、

けで ブが なくなっており、小さい頃の

思い出とは別の留萌がそこにありました。その

、また父の への転勤が決まり、何やかん

やありましたが、野中 では大事 が しま

した。それは私が大学 で、大学は に決

まっておりまして、中学校も高校も の

を持つ私でしたが、大学へ行くと と留萌へ

は戻っと来れないだろうと考え、私自 こっそ

りと大学へは行かないと決めていました。 に

入学が決まっておりましたが、 生にお願

いして親に言ってもらえないかと み、学校と

親と私の で大変な事になり、親からはそんな

は から出てけと言われ、生まれて初めて父

親にものすごい で られました。 で

は父が母に「お前が留萌の楽しさを えるから

いけない」と ンカになったり、最 には母

が「あの子の人生はあの子のものなのだから」

と母が父を してくれました。野中 ではさ

らに私の結婚の時にも大 動になり、父親は

に ってくるものだと考えており、留萌で結
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婚する、それも 人。父親にすればトリ ルパ

ン を食らった感 で、父親を するのに相

かかりました。ここに 起人をやっていただ

いた さんもおりますが、本 に大変な結婚

式で、父親の を る事が出来ず、しばらく

を入れる事も出来ずにおりました。しかし、

ある事がキッカ で父親に認めてもらえるよう

になったのですが、今はもう くなったのです

が、やん のお祭りの時に大会長の を

けた時に、それを聞いた父親が、それは くよ

うな しさで んでもらい、「お前が留萌に残

る残る言ってたけれど実は認めていなかった」

と、「お前が一生 留萌のために活動をして

いるのを見ると、お前が本 に留萌で生きてい

く、 にいる留萌出 や にいる留萌出

、地 にいる留萌出 に留萌の 見せ

てやることは大変 しい」と。母親も留萌出

ですが、留萌で生まれ、留萌から地 へ行って

もまた留萌へ ってきて留萌で活動する、まる

で鮭のような人 になって、やっと父親に認め

てもらったような がしました。

　私の人生５０年の がありましたが、私

が今この地にいるという事は、この地に し

ているんだと思っています。それは 人だから

とか 人ではないからではなく、 業主だとか

業員だからということではなくて、やはりこ

の地に生まれたからには、 時に、「あぁこの

地に住んでて かった、最高の街」と思えるよ

うに住んでいきたいなと思って、それをいつも

も に思っております。今５０歳を え、 人、

田中 に まして、 ど言いましたが、

野中から田中にちょうど 分が野中で 分

が田中の歳になりました。自分が きで来た

人の ですが、田中 と結婚する事は、田中

と結婚する事だと、色んな事で する事

は田中 のためにならず、 には“田中

の として って行こう”と言われ、初

めは何と しい事を言うのだと思いましたが、

２５年 って今考えると、 もそうですが、田

中 の一 となってこれからも生きて行きた

いなと思うようになりました。 にはいっ

い られて、“田中に いだからには田中の色

に まってもらわなければ る”と言われ、

いた もありましたが、それもこれも今は

が出来るようになりました。

　留萌が本 に大 きです。 な時もあります

が、自分の我が だと考え思うと、この

が きで、この人が きで、この街が きで、

を持ち続けて、 いとしては色々な所に

行って留萌の さを えながら留萌で生きて行

きたいと思っています。まだ人生５０年で、

と一 に留萌を り上 ていけたらいいな

と思っております。これからもよろしくお願い

します。ご ありがとうご いました。
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